ひとむら さめ 

片側 は 空 も 曇つ て、 今にも 一 村雨 来そう に 見える、 

ひなか うね はるばる めぐ 

日中 も 薄暗い 森 続きに、 畝リ畝 リ遥々 と 黒い 柵 を繞ら 

うらどお リ ところ 

した 火薬庫の 裏 通 、 寂しい 処 を とぼとぼと 一 人 通る。 

よ おそろ 

「は あ、 これ なれば こそ 可 けれ、 聞く も 可 恐 しげな 

えんしょ うぐら はしゃ 

煙硝 庫が、 カラカラ として 燥いで、 日が 当って は大 

( 、 、わ 」 

うと ひとりごと 

と 世に 疎そう な 独 言 。 

大分 日焼けの した 顔色で、 帽子 を 被らず、 手 拔を畳 

んで 頭に 載せ、 半開きの 白扇 を 額に 翳した …… 一 方 雑 



眼鏡はありません か。 緑青 色の 鳶だ と言う、 それ は 

聖心 女子 院 とか 称うる 女学校の 屋根に 立 つ た 避雷針の 

矢の 根で ある。 

か. 19 くぐ た 

もっとも 鳥居 数 は 潜っても、 世智に 長け てはいそう 

にない。 

あが 

ここに 廻って 来る 途中、 三 光 坂 を 上った 処で、 こう 

みち 

云って 路を 尋ねた …… 

そつじ 

「率爾ながら、 ちと もの を、 ちと もの を ご 

しろち リ めん 

問われた の は、 ふらんね るの 茶色な のに、 白 縮緬の 

兵児帯 を 締めた 髭の 有る 人 だから、 事が 手軽に 行かな 

い。 E し 大きな 海 軍帽 を 仰向けに 被せた 二 歳 ぐら 



がたがたと 下り かかる 大八車 を、 ひょいと 避けて、 

挨拶に 外した 手拭 も 被らず、 そのまま、 とぼん と 行く。 

つむり ほった い 

頭の 法 体に 対しても、 余り 冷淡だった のが 気の毒に 

なった のか。 

「ああ 聖心 女学校で はない のかい、 それなら 有 ッじゃ 

ね ご 

「や、 女子の 学校？」 

「そうです ッ。 そして 聖人で はない、 聖心、 心です 

vr O _ 

力 」 

「いかさま、 そう も ござりましょう。 実は せんだって 

とおりかか 

通掛 りに 見ました。 聖、 问 とやら ある 故に、 聖人と 覚 



えました。 いや、 老人 粗忽 千万 ご 

じ い さま 

と 照れた ように その 頭 をび たり …… といった 爺 様な 

ので ある。 

二 

その 女学校の 門 を 通過ぎ た処 に、 以前 は 草鞋で も 振 

よしずば り かこい 

ら 下げて 売ったろう。 葭簀 張な が らニ 坪ば か リ囲を 

ひとはり 

取った 茶店が 一 張。 片側に 立樹の 茂った 空地の 森 を 風 

によ まう. 

情に して、 如法の 婆さんが 煮ば なを 商う。 これ は 無く 

ま え 

て はなるまい。 あの、 火薬 葷を 前途に して 目 黒へ 通う 



赤い 道 は、 かかる 秋の 日 も 見る からに 暑 くるしく、 並 

木の 松が 欲しそう であるから。 

老人 は 通りが かりに これ を 見る と、 きちんと 畳んだ 

ふ しょ ラぎ 

手拭で 額の 汗 を 拭きながら、 端の 方の 床几に 掛けた。 

「御免なさい よご 

「はいはい、 結構な お 日和で ございま すご 

「されば …… じ やが、 歩行く にはちと 陽気 過ぎます 

の ご 

と 今時、 珍しい まで 鎂 の！^ い 扇子 を 抜く。 

「いえ、 御 隠居 様、 こうして 日蔭に 居りましても 汗が 

出ます でございますよ。 问ぞ、 シトロン か サイ ダァで 



気がします ご 

うつむ 

がっくりと 俯向いて、 

つむり 

「頭ば かり は 光れ ども …… 」 

ま /% く ま 

つるり と 撫でた 手、 頸の 窪。 

やみ しお 

「足 許 は 暗 じ やが、 のう ご と 悄れた 肩して 膝ば かり、 

きちんと 正しい 扇 を笏。 

と、 思わず 釣 込まれた ようになって、 二人とも 何 か 

みまわ 

そこへ 落ちた ように、 きょろきょろと 土間 を朐 す。 

葭簀の 屋根に 二葉 三 葉。 森の 影 は 床几に 迫って、 雲の 

あおぞら こ 

白い 蒼 空から、 木の実が 降って 来たよう であった。 



あしもと 

半纏 着 は、 急に 日が 蔭った ような 足 許から、 目 を 上 

は としより つむ リ 

げて、 兀 げた 老人の 頭と、 手に 持った 梨の実の 白い の 

を 見較べ る。 

婆さんが 口を出して、 

「御 隠居 様 は 御 遠方で いらつ しゃる ので) J ざいます 

ゝ o 一 

力 」 

したや 

「下 谷 じ や ご 

「そいつ あ 遠い や、 電車で も 御 大抵 じ やねえ。 へい、 

そして どちらへ お越しに な るんで ご 



けられまい か、 とお 尋ねな さった、 お 目 当 は 違い ませ 

ぬ。 森の 中から 背面の 大 畠が 抜けられ ますと 道 は 近 

うご ざいます けれども、 空地で も それが 出来ません の 

えんしょう ぐら のぼ 

で、 これから、 ずっと 煙硝 庫 の 黒 塀に ついて、 上った 

り、 下ったり、 大 廻り をな さらなければ なり ませぬ。 

何で ございま すか、 女学校に 御 用事 は) /ざいません か。 

それ だと 表門で も 用 は 足り ましょうで ござります よご 

のぞ 

と 婆さん は 一度 掛けた 腰掛 を また 立って、 森を視 いた 

とお リ み 

り、 通を視 たり。 

「いやいや、 そこ を 目 当に、 別に 尋ねます 処が ありま 

すご 



「ちゃんと わかって いるんで すかい、 おいでな さる 

さ き まばら うち 

先方っての は。 こう 寂しく つて 疎 在で ね、 家の 分りに 

くい 処 です ぜご と、 煙草盆 は 有る もの を、 口許で 燐寸 

。まつ あおむ 

を※ 〔# 「火 + 發」、 301,2r と 目 を 細う して 仰向いて、 

半分 消して おいた 煙草 をつ ける。 

「余り 確かで もない のでの。 また 家 は 分る にしても 

じ や ご 

と 扇子 を 倒す のと、 片膝 力なく 叩く のと、 打 傾く の 

が ほとんど 一 緒で、 

「仔細な く 当方の 願が 届く かどう かの、 さて、」 

と 沈む …… 近頃 見附けた 縁 類へ、 無心 合力に でも 行 



きそうに 聞え て、 

「何せい、 煙硝 庫と 聞いた ばかりで も、 清水が 湧く よ 

うで はない。 ちと 更 まって は 出 たれ ども、 また 一 つ 

山 を 越す のじ や、 御免 を 被る。 一度 羽織 を 脱いで 参 

ろう。 ああ、 いやお 婆さん、 それに は 及ばぬ ご 

もんつき 

紋 着の 羽織 を 脱いだ の を、 本 畳みに、 ス ー ッス ー ッ 

と 襟 を 伸して、 ひらりと 焦 茶の 紐 を 捌いて、 鏈れ たよ 

うに 手 を 控え、 

「, 装ば かり 凜々 しいが、 足 許 は やっぱり 暗夜 じ や 

すそ 

の ご と 裾 も 暗い ように、 また 陰気。 

半纏 着 は 腕 組して、 



老人 は 肩 を 揉んで、 頭 を 下げ、 

「これ は 何ともお 手 を 頂く ご 

「何の、 隠居さん、 な あ、 おつか あ、 今日は 父親の 命 

曰よ。」 

よしず ゆる はりがね 

と、 葭簀 を 出る、 と 入 違いに 境界の 柵の 弛んだ 鋼線 

また たばこ いきおい 

を 跨ぐ 時、 莨 を 勢 よく、 ボンと 投げて、 裏つ きの 

破 足袋、 ずし ッと草 を 踏んだ。 

紅い その実 は 高かった。 

音が、 かさかさと 此方に 響いて、 樹を 抱いた 半纏 は、 

な し けもの むこうはちまき 

梨 子 を 食った 獣の ごとく、 向顱 巻で 葉 を 分ける。 

「気 を 付きよう ぞ。 少ぃ 人、 落ちまい …… 」 と： S 上る。 



圧された ので ある。 

「さて、 鳴く かご 

「へい 9 …：： 」 

「やはり その、」 

はリ ひじ い き したはら 

と 張 肱に なった 呼吸 を 胸に、 下腹 を、 ずん、 と 据え 

ると、 

「力— ン！ というて？」 

ど さりと 樹 から 下りた 音。 瓜が ぶら り、 赤く 宙に動 

いて、 カラカラと 森に 響く。 

婆さんの 顔 を 見よ。 

半纏 着が 飛んで 帰って、 同じく きょと つく 目 を 合せ 



た 〔# 「打った」 は 底本で は 「打った 匕 亜鉛 塀に、 ボへ ミ 

ひっか くだん しゅすば リ 

ャ 人の 数珠の ごとく、 烏瓜 を 引 掛けた、 件の 糯子張 を 

もた ふところ 

凭せ ながら、 畳んで 懐中に 入れて いた、 その 羽織 を 引 

出して、 今 着直した 処 なので ある。 

また 妙な 処で御 装束。 

あが ひとうね 

雷神 山の 急 昇りな 坂 を 上って、 一 畝り、 町 裏の 路地 

こいし かわ こうしょう くう ち 

の 隅、 およそ 礫 川の 工廠ぐ らい は 空地 を 取って、 

ぐる リ 

周囲 はま だ も 広かろう。 町 も 世界 も 離れた ような、 

ひとくる わ あおぞら とぴ 

一 廓 の 蒼 空に、 老人が いわゆる 緑青 色の 鳶の 舞う 聖 

心 女 学院、 西暦 を算 して 紀元 幾千 年め かに 相当す る 時、 

その 一 部分が 武蔵 野の 丘に 開いた 新開の 町の 一 部分に 



「この あたり …… ああ 緑青 色の 鳶じ や、 待て、 待て、 

念のため よご 

ひとの 

あの、 輝く の は 目で はない か、 もし、 それ だと、 一伸 

しに 攫って 持って行かれよう。 金魚の 木 伊 乃に 似た る 

もの、 狐の 提灯、 烏瓜 を、 更 めて、 蝙蝠傘の 柄ぐ るみ、 

ちょうと 腕 長に 前へ 突出し、 

「迷うまい ぞ、 迷うな ご 

と 云い 云い …… (これ、 これ、 いやさ、 これ。 …… ) 

ここに 言 咎められ ている 処は、 いましがた 一 度 通った 

ので ある。 

そこ を 通って、 両方の 塀の 間 を、 鈍い 稲妻 形に 畝つ 



て、 狭い 四角から 坂の 上へ、 にょい、 と 皺 面 を 出した 



おじ のぞ 

坂 下の 下界の 住人 は 驚いたろう。 山の 爺が 雲から 視 

か つ ぜん ひら い さ ら ご 

く。 眼界 濶 然として 目 黒に 豁け、 大 崎に 伸び、 伊 皿 子 

あざぶ かもめ 

かけて 一 渡り 麻布 を 望む。 烏 は鷗が 浮いた よう、 

おちこち まぢか おおと が 

遠近の 森 は 晴れた 島、 目 近き 雷神の 一 本の 大栂 の、 旗 

つ るぎ そび 

の ごとく、 剣の ごとく 聳えた の は、 巨船 天を摩す 柱に 

しぶき 

似て、 屋根の 浪の 風な きに、 泡の 沫か、 白い 小 菊が、 

ちらちらと 日に 輝く。 白金の 草 は 深 けれども、 君が 

すまい うてな 

in 居と 思えば よしや、 玉の 台 は富士 である。 



丄八 

「相^ない、 これ じ や ご 

やぶ の ぼ 

あの 怪しげな 烏瓜 を、 坂の 上の 藪から 提灯、 逆上せ 

ひなた や かたえ くぼ 

る ほどな 日向に 突出す、 痩せた 頰の 片靨 は 気味が 悪い。 

そこで、 坂 を 下りる のかと 思う と、 違った。 …… 老 

人 は、 すぐに 身体 ごと、 ぐるりと 下駄 を 返して、 元の 

塀に ついて また 戻る …… さて は 先日、 極暑の 折 を 上つ 

たという この 坂で、 心 当リを 確め たもので あろう。 

とすると、 狙 をつ けつつ、 こそこそと 退いて ござった 

まちなか めあて 

あの 町中の 出窓な どが、 老人の 目的で はない か。 



裏に、 眉の あとの 美しい、 色白な のが 居よう も 知れ 

ぬ。 

それ、 うそう そとまた 参った …… 一 度 屈 腰 にな つ て 

そ つ かぶきもん のぞ 

静と 火薬庫の 方へ 通 抜けて、 隣 邸の 冠木門 を靦 く梅ケ 

すが とま くだん のば 

枝の 影に 鎚 つて 留 ると、 件 の 出窓に、 鼻の 下 を 伸して 

立った が、 眉 をく しゃくし やと 目 を 瞑って、 首 を 振つ 

さる .19 ベ リ 

て、 とぼとぼと 引返して、 さあらぬ 垣 越。 百日紅の 

もえの こ まっこう 

燃 残り を、 真 向に 仰いで、 日影 を 吸う と、 出損なった 

くさめ おさ 

嚏 を ゥッと 吸って、 扇子の 隙な く 袖 を 圧え る。 

そろそろ 

そのまま、 立直って、 徐々 と、 も 一度 戻って、 五段 

ばかり 石 を 築いた 小高い 格子戸の 前 を 行 過ぎた。 が 溝 



そめ どの おんき さい かい ま てんぐ 

じょ、 染 殿の 御 后 を 垣間見た、 天狗が 通力 を 失って、 

羽の 折れた 鵄 とな つ て 都 大路に ふた ふたと 羽搏 つた ご 

あつ. y こ；. こ こ 

とく …… 慌 しい 遁げ 方して、 通用門から、 どたりと 

ほ つ 

廻る。 とやつ とそ こで、 吻と 息。 

ちょうど その 時、 通用門に ひった リと 附着いて、 

うしろ こくら はかま 

後 背む きに 立った 男が 二人 居た。 一人 は、 小 倉の 袴、 

かす リ きもの しもふり 

鉼 の 衣服、 羽織 を 着ず。 一 人 は 霜 降の 背広 を 着た のが、 

ふり 向いて 同じように、 じろ りと 此方 を 見た ばかり。 

みちばた こころ 

道端の 事、 と あえて 意 にも 留めない 様子で、 同じよう 

つま あ いず 

に 爪 さき を 刻んで いると、 空の 鵄が 暗号で もしたら し 

ばていが た と のどか 

い、 一枚 びら き 馬蹄形の 重い 扉が、 長閑な 小春に、 ズ 



トタンべ い おし ぬリ らくがき 

亜鉛 塀へ 押つ けようと して、 ベたり と 塗く つた 楽 書 を 

& む 

「何 じ や —— (八 百 半の 料理 はまず いまず い、) は あ、 

い や わし つらあて 

可 厭な 事 を 云う、 …… まるで 私に 面 当 じ や ご 

しか しま 

ふと 眉 を 顰めた、 口許が、 きりり と緊 つて、 次なる 

を、 も 一 つ 読む。 

「 —— (小 森 屋の酒 は 上等。) ふん ふん、 ああ たのもし 

い。 何 じ や、 (但し 半分 は 水。) …… と、 はてな …… ？ 

勘 助の がんもどき は 割にうまい ぞ —— むむ むむ 割に 

うまい か、 これ は 大沼勘 六が 事 じ や ご と 云った。 

ここに 老人が 眩 いた、 大沼勘 六、 その 名 を 聞け、 彼 



なとり さぎり ゆう 

は 名 取の 狂言 師、 鷺流 当代の 家元で ある。 

七 

「料理が、 まずくて、 雁 もどき がうまい、 …… と 云う 

か。 人 も 違うて、 芸に こそ よれ、 じ やが、 成程まず い 

か、 ははつ ご 

溜息 を 深う して、 

「やや また、 べらぼうと ある …… は あ、 いかさま、 こ 

の ( —— ) 長いの が、 ベら 棒と 云う もの かご 

こうもり けしずみ 

あたかも、 差 置いた 洋傘の 柄に つながった、 消 炭で 



描いた 棒を視 めて、 虚 気に、 きょ とんと する 処へ、 坂 

の 上なる 小 藪の 前へ、 きりきりと 舞って 出て、 老人の 

おおき -p?y れぐっ 

姿 を 見る と、 ドンと 下り ざまに 大な破 靴ぐ るみ 自転 

車 を ずるずると 曳 いて 寄った は、 横び しゃげ て 色の 青 

さる まなこ 

い、 猿 眼の 中小 僧。 

だしぬけ どなりつ 

「やい！」 と 唐突に 怒鳴 付けた。 

と、 ひょろりと する 老人の 鼻の 先へ、 泥 を摑ん だよ 

うな 握 拳 を、 ぬつ と 出して、 

じじ てめ え 

「こン 爺い、 汝 だな、 楽 書 を しゃがる の は、 八 百 半の 

料理が まずい と は 何 だ、 やい ご 

「これ は 早 や 思い も 寄り ませぬ。 が、 何 かの、 この 八 



おとこ さけ やけ あらわ へこおび まが 

漢が、 酒 焼の 胸 を 露出に、 ベろ りと 兵児帯。 琉球 擬い 

き ひつ 

の 羽織 を 被た が、 引かけ ざまに 出て 来た か、 羽織の そ 

ふところで 

の 襟が 折れず、 肩 を だらしなく 両方 を 懐手 で、 ぎくり、 

と 曲 角から 睨んで 出た、 (これこれ、 いやさ、 これ。) 

が、 これな ので ある。 

「何 ぞ、 老人に 用の 儀で も ご 

いんぎん 

と 慇憝に 会釈す る。 

あからがお 

赭顔 は、 でつ ぷリ とした 頰を 張って、 

「いやさ、 用と はこつ ちから 云う 事 じ やろうが、 うう 

御 老人 ご と 重く 云う。 

あなた 

「貴方 は？」 



は、 俺が 許と、 あと 二三 軒、 しかも 大々 とした 邸 だ。 

一 遍通リ 門札 を 見ても 分る。 いやさ、 猫で も、 犬で も 

分る。 

一 体、 何 家 を 捜す？ いやさ 捜さず とも だが、 仮に 

だ。 いやさ、 七く どう 云う 事 はない、 何で 俺が 門 を 窺 

うた。 唐突に 窓を醌 いたんだ いご 

すっと 出て、 

「さて は 」 

「何が (さて は。) だいご 

と嚙ん でいた 小 楊枝 を、 そッ ぼう 向いて、 フッと 地 

へ 吐く。 



もうしおく おかちまち 

後 申 後 れ まして ござる が、 老人 は 下 谷 御徒 士 町に 借 

宅し ます、 萩原 与 五郎と 申して 未熟な 狂 言師で ) J ざ 

な の 

る ご と名告 る。 

「はは あ、 茶番 かね ご と 言った。 

おし 

しかり、 茶番で ある。 が、 ここに 名告 るは惜 かりし。 

やせつ きしゅく 

与 五郎 老人 は、 野 雪と 号して、 鷺流 名誉の 耆宿 なので 

ある。 

おとうさん 

「おお、 父上、 こんな 処 にご 

「お 町 か、 何 だ ご 

と赭ら 顔の 家主が 云った。 

あおとび む き 

小春の 雲の、 あの 青鳶 も、 この 人の ために 方角 を替 



風情で ある。 

うたがい こまか 

疑 と、 驚きに、 浅葱が 細く、 揺るる がごと く、 父 

みは .sfl- レ ろう すす 

の 家主の 袖を靦 いて、 睜 つた 瞳 は 玲瓏と して 清し い。 

力む 

家主 は、 かたい やつ を、 誇らしげ にス ボンと 被って、 

腕 組 をず ば りと しながら、 

「何 かい、 ：：： この 老人 を、 お 町、 お前 知つ とる かいご 

「はいご 

さわやか 

と 云う のが 含み声、 優しく 爽 に 聞え たが、 ちと 

お ぼっか ひぴき こも 

覚束な さそうな 響が 籠った。 

みちばた おいぼれ 

「ああ、 しばらく、 一 旦の御 見、 路傍の 老耄 です。 

お あねえ さま も つと も 

令嬢、 お見忘れ は 道理 じ や。 もし、 これ、 この 夏、 



たい、 が、 早い話が、 家内に 取込みが ある、 妻が 煩う 

とる。」 

「いや、 まことに、 それ は …… 」 

「まあ さ、 余りお 饒舌な さらん が！^ い。 ね、 だに よつ 

て、 お構い も 申されぬ。 で、 お 引取なさい、 これで 失 

礼しょう ご 

「あ、 もし。 さて、 また ご 

「何 だ、 また (さて。) さて、 (また。) かいご 

十 



鉄^の ごとき 魍魎が 土塀に 映った、 …… それ は 老人 

の 影であった。 

わ し たま 

「や、 これ は そ も、 老人の 魂の 抜 出した 形 かと 思うた 

です、 —— 誰も 居 ませぬ、 中 有の 橋で な。 

ゆくて くつば き あが 

しかる 処、 前途の 段 をば、 ぼく ぼくと 靴 穿で 上って 

来た 駅夫 どのが 一人あります。 それが、 この 方へ 向つ 

すれち ご 

て、 その 和尚と 摺 違うた 時 じ やが、 の ご 

い き つ 

与 五郎 は 呼吸 を 吐いて、 

みみ. lo- く もたげ 

「和尚が 長い 頭巾の 頭 を、 木菟む くりと 擡 ると、 片足 

ひざがしら すね 

を 膝頭へ 巻いて 上げ、 一本の 脛 をつ ッ かえ 棒に、 黒い 

尻 を はっと 振る と、 組 違えに、 トンと 廻って、 両の拳 



を、 はったりと 杖に 支いて、 

(横 須賀行 はこ ちらか や。) 

追 掛けに、 また 一遍、 片足 を 膝頭へ 巻いて 上げ、 一 

っッ かえぼう ゆす 

本の 脛 を 突 支 棒に、 黒い 尻 を はっと 揺ると、 組 違えに 

トンと 廻って、 

(横 須賀行 はこ ちらか や。) 

と、 早 や 此方 ざまに 参った 駅夫 どのに、 くるりと 肩 

やせ 

ぐるみ に 振 向いた。 二度 見ました。 痩 和尚の 黄色が 

かった 青い 長 面。 で、 てら てらと 仇 光る …… 姿 こそ 枯 

うなず お こない すま 

れ たれ、 石 も 点頭く ばかり、 行 澄いた 和尚と 見えて、 

童顔、 鶴 齢と 世に 申す、 七十に も 余った に、 七 八 歳と 



「ああ、 業 は 誇るまい もので ござる。 

はれ わざ めんぼく 

舞台の 当日、 流儀の 晴業、 一 世の 面目、 近頃 衰えた 

当 流に ただ 一 人、 (古沼の 星) と 呼ばれて、 白昼に も 頭 

が 光る、 と 人 も 言い、 我 も 許した、 この 野 雪 与 五郎。 

すま しょうぎ 

装束 澄いて 床几 を 離れ、 揚幕を 切って— …… 出る！ 

あれの びょうび よう 

月の 荒野に 渺 々 として 化 法師の 狐 ひとつ、 風 を 吹か 

お ぼ さじき 

して 通る と 思せ。 いかな こと 土間 も 桟敷 も 正面 も、 ヮ 

ィ ワイが やが やと 云う …… 縁日 同然 ご 

十二 



しました ものの ように 思われて なり ませぬ。 

さように 思えば、 ここに、 絵図面 をお 展き 下されて、 

あま 

貴女と 二人 立って 見ました は、 およそ 天ケ 下の 芸道の、 

秘密の 巻 もの、 奥許しの 折紙 を、 お授け 下された おも 

レ ノ， F- ！ 

お あねえ さま 

姫、 神と も存 ずる、 令 嬢。 

つま なさけ おしえ 

分別の 尽き、 工夫に 詰って、 情なく も教を 頂く 師 

に は 先立 たれ ましたる 老耄。 他に 鎚 ろうようがない。 

ひとえ お あねえ さま おもいつ 

ただ、 偏に、 令嬢 様と 思 詰めて、 とぼとぼと 夢見た よ 

うに 参りました。 

が、 但し、 土地の、 あの 図に、 何と 秘密が 有ろうと 



の 学問 を こそ 遊ばせ、 能楽の si の 狂言のお 心得あろう 

と はかって 存ぜ ぬ。 

このみち 

あるいは、 何 かの 因縁で、 斯道な にがしの 名人の こ 

ぼれ 種、 不思議に 咲いた 花なら ば、 われらの ために は 

優曇華 なれ ども、 ちと それ は 考え 過ぎます。 

それとも 当時、 新しい お 学問の 力 を もってお 導き 下 

さりょう か。 

さりと て 痩せ たれ ども 与 五郎、 科 や、 振 は 習い ませ 

ぬぞ よ。 師は 心に ある。 目にある、 胸に ある …… 

ひざまず 

近々 とお 姿 を 見、 影 を 去って、 跪 いて 工夫が した 

い！ 折 入って お願い は、 相 叶う ことならば、 お 台所 



事のう。 II ベ、 ベ、 ベ、 ベ ッかッ こご 

と、 ちょろり と 舌 を 出して 横 舐 を、 遣った の は、 

うおかん がんしょく ぶ 

魚 勘の 小僧で、 赤 八、 と 云う が 青い 顔色、 岡 持 を 振ら 

下げた なりで 道草 を 食 散らす。 

三 光町の 裏 小路、 ごま ごまと した 中 を、 同じ 場末の、 

たどん まき や 

麻布 田 島 町へ 続く、 炭団 を 干した 薪屋の 露地で、 下駄 

の 歯入れが コッ コッと 行る の を 見ながら、 二三 人 共同 

あつま 

栓に 集った、 かみさん 一人、 これ を 聞いて、 

いいぐさ 

「何 だい、 その 言 種 は、 活動写真 のかい、 おい ご 

「違わ あ。 へッ、 違います で ござん やすだ。 こり や あ、 

ほ 

雷神 坂 上の 富士 見の 台の 差配の お嬢さんに 惚れ や あ 



がって ね ご 

ベ っぴん 

「ああ、 あの 別嬪さん の ご 

「そうよ、 でね、 其奴が、 よぼよぼの 爺で ね ご 

「おや、 へいご 

いろきちがい きつねつき 

「色情狂で、 おまけに 狐 憑と 来て いら。 毎日の ように、 

うち つきまと 

差配の 家の 前 を うろついて 附纏 うんだ。 昨日 もね、 門 

おおき 

口の 段に 腰 を 掛けて いる 処を、 大な 旦那が 襟首 を 持つ 

ひきずり すが 

て引摺 出した。 お嬢さんが 鎚 りついて 留めて たがね。 

なさる かば おいら ほっぺた 

へ ッ被成 もんだ、 あの 爺 を 庇う 位なら、 俺 の頰辺 ぐら 

い 指で 突いて くれる が！^ い、 と 其奴が 癩に 障った か 

らょ。 自転車 を 下りて 見て いたんだ が、 爺の 背中へ、 



のん 気よ。 角の 薔麦屋 から 一 軒々々、 きょろ りと 見 

ひとりごと 

ちゃ、 毎日お なじよう な 独語 を 言わ あ。」 

「其奴が、 (もり かけ 二 銭と ある) だな、 生意気 だな、 

きちがい ぬか 

狂人の 癖に しゃ あがって、 (場末) だなん て 吐 しゃがつ 

かみさん 

て ご と 歯 人屋が、 おはむ きの 世辞 を 云って、 女房 達 を 

やつ 

じろ りと 見る 奴。 

「それから キミ ヨウ ニナ オル 丸、 牛 豚 開店まで やり や 

あんま とこ 

がって、 按摩 ン 許が 蒲 生 鉄 斎、 たつじん だ、 土瓶 だと 

よ、 薬罐め え、 笑 かしゃ がら。 何 か 悪戯 をして やろう 

と 思って、 うしろへ 附 いちや あ 歩行く から、 大概 口上 

を 覚えた ぜ。 今 もね、 そこへ 来 たんぜ ご 



しま かけよ 

提げた、 美しい 若い 娘が、 袖の 縞 を 乱して 龃 寄る。 

「怪我 は。」 

ほねつぎ 

「 吉祥 院前 の 接骨医へ 早く … … 」 

「お 怪我 は？」 

与 五郎 野 雪 老人 は、 品 ある 顔 をけ ろり として、 

こども 

「や あ、 小児た ち、 笑わぬ か、 笑え、 あは は、 と 笑え 

爺が 釣 狐の 舞台 もの、 ここへ 運べば 楽な もの じ や I 

我 は 化けた と 思え ども、 人 はいかに 見る やらん ご 

しょうよう こうじゅ 

と 半眼に、 従容と して 口誦して、 

「あれ、 あの 意気が 大事 じ やよ ご 

こうべ う つむ せな 

と、 頭 を 垂れて、 ハツと 云って、 俯向く 背 を、 人目 



優しく 見込む。 提灯の 前にす くす くと 並んだ の は、 順 

に 数の 重なった 朱塗の 鳥居で、 優しい 姿 を 迎え たれば、 

くれない にしきき 

あたかも 紅 の 色 を 染めた 錦 木の 風情で ある。 

あ く うるし 

一 方 は 灰汁の ような 卵塔場、 他 は 漆 の ごとき 崖で 

ある。 

だきに てん 

富士 見の 台なる、 茶枳尼 天の 広 前で、 いまお 町が 立つ 

* つし ろ 

た 背後に、 

此の 一 廓、 富士見 稲荷 鎮守の 地に つき、 家々 の 畜犬 

堅く 無用た るべき もの 也。 地主。 

と 記した 制札が 見えよう。 それから は 家続きで、 

うち うしろ 

ちょうどお 町の、 あの 家の 背後に 当る、 が、 その 間に 



る。 それば かり は 決して 御辞儀 申さぬ ぞ。 林間に 酒 こ 

おおみやびと 

そ 暖め ませぬ が、 大宮人の 風流 ご 

と 露店で も 開く がごと く、 与 五郎 一 廻りして 毛布 を 

拡げて、 石段の 前の 敷石に、 しゃんと 坐る、 と 居直つ 

た 声が 曇った。 

また 魅せられ たような、 お 町 も、 その 端へ 腰 を 下し 

て さば 

て、 世帯ぶ つた 手捌きで、 白い を 取った は 布巾で ある。 

与 五郎、 盆 を 前に 両手 を 支き、 

みょうが 

「ああ、 今夜 唯今、 与 五郎 芸人の 身の 冥加 を 覚え まし 

た。 …… ついては、 新薷 麦の 御 祝儀に、 ^が 貴女に 

おとぎ もう 

御伽 を 話す。 …… われら 覚えました 狂言の 中に、 



鬼瓦と 申す があって の、 至極 初心な もの なれ ども、 こ 

ならいごと 

れが なかなかの 習 事 じ や。 —— まず 都へ 上って 年 を 

くにもと なが 

経て、 やがて 国許へ 立 帰る 侍が、 大路の 棟の 鬼瓦 を視 

めて、 故郷に 残いて、 月日 を 過ごいた、 女房の 顔 を 

おもいい たえ なつかし 

思 出で、 絶て 久しい 可 懐 さに、 あの 鬼瓦が その 顔に 瓜 

二つ じ やと 申しての、 声 を 放って 泣く という < は 

何とも 思わね ども、 学問 遊ばし 利発な 貴女 じ や、 言わ 

いで も 分りましょう。 絵な り、 像な り、 天女、 美女、 

けいせい にがお きりょう に 

よしや 傾城の 肖 顔に せい、 美しい 容色が 肖た と 云うて、 

しさ い 

涙 を 流すならば 仔細ない。 誰も 泣きます。 鬼瓦 さなが 

ら では、 ソッ とも、 噓 にも 泣け ませぬ。 



ば、 棟 を 見れば、 鬼瓦 を 見れば、 ほろほろと 泣け まし 

た。 

まかりな 

さて、 その 娘が 縁あって、 われら 宿の 妻に 罷 成る、 

老人 三十 二 歳の 時。 II あれ は 一昨年 果てました。 老 

の 身の 杖柱、 やがて は 家の 芸の ただ 一 人の 話 対 手、 舞 

かたみ 

台で 分別に 及ばぬ 時 は、 師の 記念と も 存じ、 心腹 を 語つ 

おし いのち 

たに —— いま は惜 からぬ 生命と 思い、 世に 亡い 女房が 

遺言で、 止めい、 と 申す 河豚 を 食べても、 まだ 死ね ま 

せぬ は 因果で ござる よ。 

この度の 釣 狐 も、 首尾よく 化 澄まし、 師匠の 外聞、 

女房の 追善と も 思 詰めた に、 式の ごとき 恥辱 を 取る。 



しごう びん 

四 合 壜を紐 からげ にして 提げて いた。 

「対 手が、 あの 意気込 じゃあ、 安閑と して いられ ませ 

ん。 寒い！ (がたがたと 震えて、) いつでもお 爺さんに 

あざわら はらい ないしょ 

河豚 鍋のお つきあいで 嘲笑われる 腹癒せに、 内証で、 

かたき 

…… おお、 寒！ ちびちびと 敵 を 取ろうと 思った が、 

恐 入って 飲めん のでした。 —— お嬢さん、 貴女 は、 氏 

神で おいでな さる ご 

大正 五 二 九 二八) 年 一月 
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